
                                      

                                       

                                     

                                       

 

枚方市立山田中学校 学校通信 第３号         発行 令和元年 5月 7日 校長 交久瀬 善浩 

 

◆◆内科検診・耳鼻科検診・検尿・心電図等の健康診断を実施中です◆◆ 

 ４月１０日（水）の心電図を最初として、眼科検診、内科検診や 

検尿等、学校医や検査技師による健康診断を、５月いっぱいにかけ 

て順次実施しています。後日、検診結果についてお知らせしますの 

で、異常がみつかった場合、早めに医療機関の受診をお願いします。 

特に、心臓・腎臓・結核につきましては、枚方市でそれぞれの分 

野の専門医師による協議会で検査結果を審査しています。精密検診 

が必要と判断された場合、別途案内しますので、必ず医療機関を受 

診してください。案内があった方については、精密検査の診断が出 

るまでの費用は市が負担します。 

 

◆◆考えてみよう！！～クラブ活動について～◆◆ 

 裏面に、山田中学校の今年度からのクラブ活動の活動方針を掲載しています。必ず読んでください。ま 

た保護者の方にも目を通しておいてもらってください。 

クラブ活動は大切です。活動においていろんな経験することにより、人間の幅も広がるし、クラブ活動 

を通じてできた友達は一生を通じた友達になることも多いです。先輩後輩といった年齢の異なる人間関

係ができて、就職のときに先輩に助けてもらったというような話はよく聞きます。ということは、クラブ

に入部しないことは、人生において、いろんな意味で損してしまう可能性があるということです。 

また、クラブ活動を全力ですることで、得をすることが色々あります。逆に、いい加減な活動をしてい

ると、将来的に自分という人間の成長や他人とのつながりという点などにおいて損をすることが多いと

思います。ですから是非ともクラブには入部し、全力で活動に参加しましょう。クラブ活動の良い点を生

かすも殺すもあなたの心がけ次第です。 

 ということで、みなさんに考えてほしいのはここからです。 

裏面の活動方針、「２．指導方針」（４）の３時間以上の活動を行う場合は、 

その参加を生徒個人及び保護者の意思によって行うという点についてです。 

３時間以上の活動のときは、その参加の有無を自分で決める。顧問に指示されて

参加するのではないということを意識してください。参加しなければ、その時間の

練習はしないことになります。だから、３時間以上の活動は、する人としない人が

出てきます。そのことを忘れないでください。 

大人社会では仕事に全力で頑張って成果を上げた人に対して、それに見合う報酬 

          や社会的地位が与えられます。逆に仕事をさぼり成果もたいして無ければ、給料も 

下がるし、会社なら課長や部長に昇進していくことも難しくなります。 

大人社会とクラブ活動にはつながる点が多々あります。みなさんが大人になったとき、その大人社会

において当然あることを、クラブ活動を通じてみなさんに考えてもらうために、この（３）の項目を設け

ました。活動に参加するかしないかを決めるのはあなた自身です。そのことで「誰かに指示されるのでは

なく、自発的に自分で考え行動し、その結果に対しても責任を負う」という姿勢を育ててほしいのです。 

クラブ活動においては、人より練習を積み、頑張って上手になった人が試合でレギュラー選手に選ば

れ、クラブ内での地位を得ることになります。チームの競技においては、部員の皆さんでこのことを考え

る必要があるでしょう。顧問の先生は、あくまでも支援するだけです。強制や命令はしません。ですから、

あなた自身が、自分のクラブ活動をどうするのか考えてください。 

但し、仕事にも労働基本法などの法律があり、仕事したりさせたりしてもよい時間に 

制限があるように、クラブ活動にも時間の制限があります。それが裏面の部活動運営方 

針です。これに従って自分たちの活動をどうするか考えてください。 
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平成３１年（令和元年）度 枚方市立山田中学校部活動運営方針 

 

１．部活動でつけたい力 

   部活動は、自主性、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであり、単に知識・

技術・競技力を向上させるだけではなく、多様な活動・経験を通して、人間的な成長をめざすこと

を目的とする。 

 

２．指導方針 

（１）適切な指導、コミュニケーションの充実等により、生徒の意欲や自主的、自発的な活動を促す。 

（２）週当たり平日は１日、週休日は１日の休養日とすることを基本とするが、練習試合や大会等で困

難な場合は振り替える。また、３連休以上の祝日を伴う連休においては、その日数の半数程度は

活動しない日とする。 

（３）活動時間は、平日は朝または放課後に下校時間まで、週休日や祝日、長期休業中においては３時

間程度までとし、合理的で効果的に活動を行う。 

（４）学校の休業日等で練習試合や大会等で３時間以上の活動となる場合には、健康管理や気象状況等

に十分配慮し、無理のないよう活動を行う。また、３時間以上（練習試合や公式戦等を含む）の

活動を行う場合は、その参加を生徒個人及びその保護者の意思によるものとし、顧問や他の部員

（生徒）による強制的な参加では決して行わない。 

（５）夏季の猛暑日等、気温が極めて高い日は、日本スポーツ振興センターが示している熱中症予防運

動指針を参考に、ＷＢＧＴ値が３１度（気温３５度且つ湿球湿度２７度）以上の場合、部活動を

原則禁止とする。 

 

３．活動時間 

時期 期      間 活動時間 最終下校時間 

春夏季 
学年末テスト明け～２学期中間テスト前 17:00まで 18:00 

上記期間内で授業が６時間未満の日 17:00まで 17:00 

秋冬季 ２学期中間テスト明け～学年末テスト前 17:00まで 17:00 

 

４．部活動・顧問一覧 

部活動名 顧問名 

サッカー部 源野（忠）、岩下 

陸上部 永山、若田 

テニス部（男子） 服部（隆）、黒田 

テニス部（女子） 豊福、縄田 

バスケットボール部（男子） 矢倉、澤田 

バスケットボール部（女子） 青木、川端、石川 

バレーボール部（女子） 池尻、源野（晃） 

バドミントン部（女子） 小原、眞鍋 

野球部 井上、服部（秀） 

美術部 辻 

技術部 北山 

 


